
提出用の検体採取 〔簡易版〕

青 ： 施設の床面 ・ コンテナ ・荷物で発見　　赤 ： 緑地で発見

※ヒアリは死骸でも毒針が刺さることがあるので、素手で触らないこと。 
生き残りのアリには、 十分注意すること。

①駆除したアリはハケ等で丁寧に集める（アリが全て死んでい
ることを確認）。
②可能な限りゴミを除き、潰れないようティッシュで軽く包み、
チャック付きポリ袋等に入れて密閉。
③発見日や発見場所等を書いたメモを添えて、宅配便等で送付
（送付先は都道府県の担当部局〔裏面〕に問い合わせる）。

Ⅰ. 実施する事項

※環境省等の指示等に備えて実施するのが望ましい事項

Ⅱ. 施設の床面でアリを発見した場合に可能なら実施する事項

連絡・調整

上記を踏まえ、 施設管理者を通じて関連各位 （荷主、 物流業者、
航空社等） に連絡 ・調整しておくことが望ましい。

≪想定される環境省等からの指示 ・要請≫
・当該コンテナの経路特定
・当該コンテナの駆除処理等に伴う移動制限
・周辺区域の駆除処理とモニタリング調査実施へ
の協力

≪想定される環境省等からの指示 ・要請≫
・発見場所周辺の複数のコンテナの移動制限
・周辺区域の駆除処理とモニタリング調査実施へ
の協力

※発見されたアリが死骸のみの
　場合は、　連　絡   へ

緑地で発見した場合

終了

掃き集めた死骸 ティッシュで包み袋に密封した状態

都道府県や環境省の担当者が現場に到着するまでの間、可能なら以下を実施。

・安全が確保できる場合
周辺※のコンテナ内部 （開封可能な場合のみ）外部、パレット表面を確認　　

※25ｍ以内の範囲（目安としてLD-2 コンテナの約 15 個分） 

「Ⅰ.実施する事項」
と同様の対応同じアリを発見

侵入貨物が特定できる場合
（コンテナ内やパレット、 デバン中の荷物で発見）

施設の床面・コンテナ・荷物
（パレット上も含む）で発見した場合

連　絡
　都道府県の担当部局 （裏面） へ連絡し、①発見場所の状況、②アリの概数、③駆除の状況、④被害の有無等　
　を伝える。 　→　以降の指示を仰ぐ。

侵入貨物が特定できない場合
（施設の床面 ・緑地で発見）

①駆除したアリの死骸を採取（下記「提出用の検体採取〔簡易版〕」を参照）
②アリが発見された現場の写真を撮影

原則、 アリを拡散させないよう刺激を与えず静置、 コ
ンテナ内で発見した場合は扉を閉める （可能であれ
ば、 現場の写真を撮影）
※ただし、単独または少数個体で拡散のおそれがない場合
は、スプレー式殺虫剤（即効性のピレスロイド系薬剤）
でアリを駆除することも可。

拡散させないよう刺激を与えず静置 （可能であれば、
現場の写真を撮影）
※殺虫剤等で刺激を与えると、生き残りのアリが周辺に拡
散する可能性があります。

静置した場合駆除した場合は以下の①②を実施

ヒアリ発見時の対応 （空港編）
・ 本リーフレットは、 平成 30 年１月環境省作成の 「ヒアリの防除に関する基本的考え方」 及び 「ヒアリ同定　
　マニュアル」　をもとに、 港湾、 空港、 物流等における事業者の皆様がヒアリを発見した際に参考としてい　
　ただけるよう、 ポイントを整理したものです。 なお、 今後の研究成果等により、 適宜改訂していく予定です。
・ ヒアリ発見時の対応は、 航空貨物 （コンテナ ・パレット） の保管方法に応じて、　安全に留意し、 可能な範
　囲で実施してください。
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